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１．研究の背景と目的

本稿は北京の都市空間における中軸線に着目する

ことで、以下の三点を明らかにすることを目的とし

ている。

①北京の歴史的都市空間構造における中軸線の意味

とその変容

②北京の「歴史文化名城保護規劃」（歴史的市街地

保全計画。以下、歴史文化名城保護計画）と2008

年北京オリンピックに向けた都市再開発における

中軸線の持つ意味

③北京の歴史的市街地保全にむけた課題

なお、こうした点に着目した背景は以下のとおり

である。

北京市は2002年10月「北京歴史文化名城保護計画

(以下、保護計画)｣'を策定した。保護計画の前言に

記されているように、この計画は「新中国建国以来、

始めて北京市域全体を対象として歴史文化名城の保

護のあり方を系統立てて整理した計画｣2である。こ

れは80年代に始まる歴史文化名城保護制度、ならび

に90年代に「質的な飛躍を遂げた」（朱2001a,ｐ､24）

中国の都市計画制度のひとつの到達点であると見る

ことができよう。一方、同保護計画の前言には「北

京歴史文化名城の保護を実現するために、“人文オ

リンピック”3の精神を体現する」ともある。このこ

とから、北京市政府が、歴史文化名城保護を実施す

るに当たっての目標年次を2008年（北京オリンピッ

ク開催年）と位置づけ、文化遺産保全とオリンピッ

クに向けた都市再開発との協調的展開を図ろうとし

ていることは明らかである。こうした点から見れば、

本保護計画は都市における「中国式の」保全と開発

の協調のあり方を探求する試みであるとも見ること

ができる。

さて、実はこの計画において、都市空間の保全と

再編成におけるキー・コンセプトとして明確に位置

付けられているのが都市の中軸線である。目下、北

京の都市空間の保全・開発・再編成は事実上、「中

軸線」をキーワードに動いているといっても過言で

はない。これは歴史文化名城保護制度が有する基本

的視点に基づくものであり、都市計画的に見ても、

以下の三点で極めてユニーク且つ大きな意味を持つ

挑戦であると言えよう。

①伝統的都市計画理念の継承を試みている点

保護計画においては、まず伝統中軸線（歴史的に

形成された都市の中軸線）の存在とその保全が強調

されている。そして、単に「文物保護単位｣4や歴史
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的町並みを保全していくだけではなく、これらを伝

統中軸線に代表される中国独自の空間概念．宇宙観

によって連結することで、それぞれの建造物の歴史

的記憶を有機的に関連付け、歴史都市としての全体

像を浮かび上がらせ、これを保全することを目指し

ている。これは歴史文化名城保護制度が、文物や町

並みといった物的保存だけではなく、歴史的景観を

かたちづくってきた伝統的「都市計画」理念そのも

のの継承にも重点を置いていることによる（王2001,

p､29)。

②新旧空間の連結による保全と開発の協調的発展を

試みている点

保護計画においては、伝統中軸線の保全とともに、

オリンピックに向けた都市再開発がその中軸線の延

長線上に有機的に位置付けられている。これは歴史

文化名城保護制度が、その方法において、「保護範

囲等の具体的な措置を策定する以外に｣、「総合的・

全体的施策を採」ることを重要な方針としているこ

とによる。つまり「都市全体の視点から」文物を把

握し、その「根本的な保護措置を実施」していくた

めに「文物の外部環境」を積極的に創造していくと

いうアプローチを採るのである（王2001,pp､28-30)。

これにより、歴史的市街地と新規開発区域（オリン

ピック公園を中心とした各施設）は中軸線によって

結合されることになり、新規開発は歴史の新たな一

部分としてこれまでの都市の歴史的記憶に付加され

ることが可能となる５．しかしながら、こうした保

全と開発の関係‘性については、終章で触れるように

様々な問題点が指摘されており、今後大きな議論を

巻き起こしていくことが予想される。

③上記二点の空間整備の試みをオリンピックにおい

て象徴的に具現化しようとしている点

北京市ならびに中国国家は、上記２点に代表され

る歴史文化名城保護制度による取り組みを、オリン

ピックという国際的イベントにおいて象徴的に具現

化しようとしている。約800年という長大な都市の

歴史的記憶6と２１世紀の新規開発を中軸線の下に融

合させ、それをオリンピックというイベントの空間

とすることでメディアを通じて全世界に強烈に印象

付けるという意味で、中国の歴史上極めて象徴的な

挑戦となることは確かである。第２章でも詳しく見

ていくが、これまで北京の都市空間は、中軸線上に

重要な施設を配し、さらにそれらにヒエラルキーを

持たせることで、全体から中心へと向かう強烈な求

心,性を持つよう計画されてきた。そうすることで皇

帝や政権の絶対'性を象徴的に空間に具現化してきた

のである。今回のオリンピック公園計画もこうした

文脈から考えることが可能であり、現政権が歴代王

朝の流れに続く正統なものであるという象徴性を、

国際イベントを通して全世界に認知させようとして

いるとも見ることができる。これは、２１世紀におい

て北京の都市空間デザインが新たな局面に入ったこ

とを示しており、注目に値しよう。

なお、これまで数多くの論文が、北京の伝統中軸

線について論じてきた。代表的なものに、張らによ

る「中国・都市と建築の歴史」（1994）や、陣内ら

による「北京一都市空間を読む－」（1999)、大西ら

による「中国の歴史都市」（2001）がある。これら

文献は、詳細な史料分析と現状報告に基づいており、

日中における北京の都市空間論研究の集大成と言え

るものである。さらに、これらの文献で展開される

建築論・都市論には、中国の都市が抱える様々な社

会的問題や今後の景観整備に向けた提言等も含まれ

ており、建築・都市計画における実用性という面で

も有用性が高い。しかし一方で、近年、北京の都市

空間は2008年のオリンピック開催に向けて、ダイナ

ミック且つ急激に変容しており、これら既往研究の

記述内容も既に最新事情に追いつかなくなっている

面は否めない。

本稿はこうした既往研究の流れに立脚しながらも、

現地において最新の保護計画・開発計画を入手、北

京の歴史的市街地保全・都市再開発の動向を把握す

ることで、情報の更新を図り、且つその意味の分析

を試みる。こうした点で本稿は独自性と有用‘性を有

していると言えよう。

２．北京の歴史的都市空間構造における

中軸線の意味とその変容

現在の北京の骨格は、１３世紀の元の時代につくら

れたことが知られている。フビライ・ハンが当時側

近であった劉乗忠らに命じて計画させた「大都」が

それである（高村1998,ｐ､２１)。この後、明、清、

1949年の新中国成立から今日に至るまで、北京は中

国の首都であり続けることになる。以下、既往研究

を概括することで、都市の中軸線に着目した北京の

都市空間形成の経緯を取りまとめておく。

２－１．元代：大都と中軸線の形成

元の大都は1267年に着工されるが、まず既に存在

した金時代7の離宮（大寧宮）と後方にある池・積

２



蕊
間

箔，元大”

至正年同

(公元1341-1368年)

寛焔吋御毎

易馳一二

《
三
一

目

一
廼
唖
Ⅱ
。
”
１
．
や
ｌ
止
函

水置の東岸を結ぶ線を中軸線とした。そして、宮

城8の北に都市の中心点を定め、そこから東・西・

南・北へほぼ同じ距離に城壁をめぐらせた。さらに

北を除く三辺にそれぞれ三つの城門を設け、そこか

ら幹線道路を直線的に通した（高村1998,1pp22-23)。

こうした都城配置により、都市を貫く南北の明快な

中軸線が形成されることになる。なお、このような

都市計画手法は、紀元前１～２世紀頃に編まれた

｢周礼・考工記」の王城モデルに倣ったとされてい

る（朱2001b,ｐ､34-35)，。

図１元代の北京城（元の大都）（出所）侯（1985)，ｐｐ､27-28
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1368年、朱元環が元朝を滅ぼして明を建国、中国

の支配は元のモンゴル族から明の漢族へと移行する。

今日に至る北京の都市形態はこの明の時代につくり

一
宮
州 :妹領まし

万厨一崇恢年l可

（公元1573-16斜年）

４

だされたものである。

1370年（洪武三年)、旧大都城内北側の利用され

ていない土地を放棄し、それまでの北側の城壁の位

置を南に五里（2,500ｍ）移動して新たな北川城壁

を建設、続く1419年（永楽17年）に南側城壁を南へ

二里（1,000ｍ）移動した。さらに1553年（嘉靖3２

図２明代の北京城（出所）侯（1985)，ｐｐ､31-32
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物の基礎の高さ、棟高、間口方向の柱間の数等の面

で頂点に位置する建物であり、宮城において最も空

間的ヒエラルキーの高い建物である。明清代を通じ

て、この太和殿には皇帝の玉座が置かれ、その前庭

とともに、謁見・儀礼・執政の場として宮城内で最

も重要な空間であり続けた（写真３）。つまり、こ

の太和殿こそ、さらに言うならばその太和殿の中心

に置かれた皇帝の玉座こそが、まさに北京城におけ

る中軸線上の中心であったのである。さらに中心で

最も高位な太和殿に始まり、宮城・皇城・内城が城

壁によってそれぞれ囲まれることで、入れ子状の都

市構造が生み出された。これもまた、中心から周辺

へ入れ子状に空間を囲い込むことによって、都市全

写真２景山山頂（万者亭）から中軸線上に並ぶ故宮の建築群を望む

撮影：山村高淑（1994年７月）

年）外城１０を増築、北京特有の「凸」字型平面の城

郭が形成されることになる（朱2001b,pp36-37)。

一方でこの時期、皇城の拡張が行われるとともに、

それに付随する施設の建設・再配置が行われる。具

体的には、太廟と社稜壇１１を皇城内に移し、宮城南

側に左右に配している。それと同時に皇城前に千歩

回廊を建設して「Ｔ」字型の宮前広場を形成、この

両側に政務・軍事施設を集中させ、中央官庁街を形

成した（朱1994,ｐ26)。さらに元時代の太液池

(後の北海と中海）の南側に南海を開削、宮城の周

囲には護城河と呼ばれる堀を開削した。このとき掘

り出した土を用いて、宮城北側の元時代の主要な宮

殿であった延春閣があったところに人工の山を築き、

宮城の北の障壁とした'2°これが煤山（あるいは万

歳山。今日の景山）である（朱1994,ｐ27、同2001b，

pp36-37)。

また、元の大都では、都市の南北軸と宮城の南北

軸に若干のずれがあったのだが、1420年（永楽18年)、

鐘楼と鼓楼を宮城北の中軸線上に移築することで明

快な中軸線をつくりだした（写真ｌ）。同年、内城

南部の中軸線の両側に天地壇と先農壇'3という二つ

の重要な儀礼用施設が建設されている。こうした作

業により北京には総延長15里（7,500ｍ）に達する

中軸線が姿を現すことになる（張編1994,ｐ,27)。

これらいずれの作業も、前述の「考工記」の王城

モデルに基づき、皇帝の権力をさらに強力に都市空

間において具現化するために行われた、「中軸線を

より強調」（陣内ら編1998,ｐ32）する作業であっ

たと言える。

一方、宮城内の空間は、中軸線上に並ぶ三つの大

殿（南から大和殿・中和殿・保和殿）が核となり、

ヒエラルキーの異なる施設を段階的に配置すること

で形成された（写真２）。なかでも、太和殿は、建

眉

‐唖､３４哩 曲1

写真３太和殿とその前庭

撮影：山村高淑（2004年１０月）
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写真１鼓楼と中軸線（地安門外大街）

撮影：山村高淑（2002年５月）
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体に明確なヒエラルキー（中心が高く、周辺に行く

にしたがって意識的にも物理的にも低くなる）を生

み出そうとするものであったとされる（陣内ら編

1998,pp,33-35)。

なお、現在宮城は故宮博物院として一般に公開さ

れている。

このように、明代の北京城の都市空間構造は、封

建国家における皇帝の至高の地位を、象徴的且つ効

果的に具現化することを目的としてデザインされた。

そしてその際最も重視された空間デザイン手法が、

中軸線の整備であると見て取れる。元の大都の都市

形態を基礎とし、その道路網を踏襲しながらも、左

右対称や段階的な施設配置といった手法を多用する

ことで、より一層中軸線を強調していったのである。

そうすることによって、「皇帝の威厳と神秘性を際

立たせる」（朱2001,ｐ､37）都市空間が生み出され

た。

２－３．清代～中華民国：遺産の継承

明から清に王朝が交代する際には、北京はほとん

ど破壊を被らなかったと言われる。中国東北部に興っ

た満族による清朝が北京に入城した際も、「宮廷と

村は以前のままにする」という原則を示し、基本的

に明時代の北京の遺産を引き継いだため、空間的に

大きな変動は無かったという（朱200lb,ｐ､37)。

その後、清朝崩壊、辛亥革命（1911）を経て中華

民国の成立に至るが、国民党政府が首都を南京に遷

都（1928）したこともあり、北京は北平と改称、一

地方都市となる。そのため北京の都市人口は減少し、

都市の建設も基本的には1949年の新中国成立まで停

滞することとなった（朱2001b,ｐ､39)。

２－４．新中国の成立（1949）：中軸線の

新たな意味と旧城区の破壊

1949年の新中国成立以降、1950年代半ばまでは、

ほとんどの開発案件が郊外の新市街地で行われたた

め、中軸線に関わる都市景観にはそれほど大きな変

化は見られなかった（朱200lb,ｐ43)。なお、この

時期に中軸線上、天安門広場の中央に人民英雄記念

碑“（写真４）が建設されている。この出来事は、

伝統中軸線上に新時代のモニュメントが建設される

ことによって、中軸線に新たな意味と象徴性が付加

されたという点で注目すべきものであり、その後の

中軸線上での新たな建設事業の幕開けとなるもので

あったと言える。

1958年、建国10周年を迎えるに当たり、天安門広

写真４人民英雄記念碑と毛主席記念堂

撮影：山村高淑（2004年１０月）

写真５天安門広場と人民大会堂

撮影：山村高淑（2004年１０月）

場の再開発と人民大会堂、革命歴史博物館等の十大

建築'5の建設が行われ、北京の中軸線にも大きな変

化が現れる。天安門広場はもともと皇城の前庭で、

｢Ｔ」字型平面の広場であったが、1958年の天安門

広場拡張計画は、「100万人が集合して行進すること

ができ、かつ首都の政治的中心であることを体現し

ていなければならない」という内容であった（朱

2001b,ｐ､43)。そのため、広場は東西500ｍ、南北

800ｍ、面積40haに拡大された。広場はこれまでの

北京の中軸線に基づく空間配置の手法を踏襲し、天

安門から南に広大な空間を確保し、広場の中軸線の

東西に、人民大会堂（西側。写真５）と革命歴史博

物館（東側）がシンメトリーに配された。これら二

つの建物は、「中而新（中国式にして新式)」と言わ

れたファサードでデザインされているが、こうした

デザインが成立した背景には、天安門の城楼や前門

等の伝統的な建築景観と調和する中国の伝統的様式

を考慮しつつも、新政府の強力な政権基盤と新時代

の精神を、首都の中心に具体的且つ象徴的な形で視

覚的に具現化する、という意図があったと言われる

ａ



(朱200lb,ｐ､43)。これと同時に長安街（天安門の

南を東西に通る幹線道路）の拡張も行われ、街路沿

いには民族文化宮や民族飯店等の大型建築が建設さ

れ始める。その結果、拡幅された長安街と、南北に

走る伝統中軸線は、巨大な天安門広場において象徴

的に交差することとなった（朱2001b,pP43-44)。

こうした再開発は、明代以来の北京の中軸線上の

ヒエラルキーを劇的に変化させた。すなわち、中軸

線上のヒエラルキーの頂点が「太和殿とその前庭」

から「天安門と天安門広場」に移動したのである。

その結果、太和殿は故宮博物院の一部分となり、天

安門は政治権力と国家統合の象徴となった。現在で

も、中国国章が天安門をデザインモチーフにしてい

ること'6や、軍事パレードが長安街を通り、天安門

前を通過する場面がそのクライマックスであること、

長安街を挟んで天安門と向かい合う中軸線上に巨大

な国旗掲揚台があり、毎朝中国国旗掲揚の儀式が行

われていること等からそうした意図を明確に読み取

ることができる。

天安門広場には、その後、1976年９月の毛沢東の

死去を受け、1977年に毛主席記念堂が建設されてい

る（写真４)。この記念堂も伝統中軸線の真上に建

つ、左右対称の建築であるのだが'7、そこには、前

述した、明代における皇帝の威厳と神秘性を際立た

せる空間デザインの手法（天子の先祖を祭る太廟や

７

醗詞&月

鰯弓詞
写真６天安門に掲げられる毛沢東の肖像と国三

撮影：山村高淑（2004年10月）

社穆壇を宮城南側左右に移動することによって中軸

線を強化したこと）と同様の意図を見て取ることが

できる（陣内ら編1998,pp236-237)。すなわち、

毛主席記念堂は、新中国成立後の中軸線上で、最高

位のヒエラルキーを持つ建物である天安門の南に配

された太廟なのである（記念堂内部には毛沢東の遺

体が安置されている)。新中国成立を実現した“開

祖，，毛沢東の墓地は、かつての皇帝の先祖を祭る太

廟と同様の地位が与えられているとも言えるのだ。

死後約30年を経ようという現在においても、天安

門には依然として巨大な毛沢東の肖像画が掛かる

(写真６）。陣内ら（1998,ｐ236）が指摘している

ように、天安門と天安門広場は「呪的効果を狙った

現代中国の象徴的中心」なのであろう。

こうした中軸線の継承・強化の一方で、文化大革

命（1966～76）前後の時期においては、歴史的都市

景観の破壊が急速に進んでいる。まずこの時期、地

下鉄環状線と環状道路の建設がかつての内城城壁に

沿って行われるが、これに伴い城壁と10数箇所の城

門部分が撤去されてしまう。これによって明代北京

城の特徴であった「凸」型平面の都市輪郭が完全に

消失してしまった。同時に内城を取り巻く東側、南

側、西側の各護城河が暗渠化され地上部分から姿を

消した(現存するのは北護城河のみ。朱2001b,ｐ44)。

またこの期間は、政策により都市計画が停止したた

め、城内には多くの低コスト住宅が無計画に建設さ

れた（朱1994,ｐ､38)。それと同時に工業振興を目

的として多くの中小工場も旧城区内に建設された'8。

こうして、伝統的住宅の中庭や寺廟、文物・史跡等

が占拠され、旧城区の環境は悪化の一途をたどる

(朱2001b,pp44-45)。

このようにこの時期の都市空間形成をめぐる状況

には強い二面性を見て取ることができる。すなわち、

伝統中軸線は政治的象徴性を具現化するために強力

に保全・継承される一方、それ以外の旧城区におけ

る歴史的都市空間構造は重大な損失を受け、庶民の

生活環境も悪化の一途をたどった、という二面性で

ある。

その後、改革開放政策により経済発展が最優先課

題として提唱されると、こうした二面性はますます

顕著になる。都市の再開発が盛んに行われるように

なり、特に中軸線上で行われるプロジェクトには多

額の資金が集まるようになった。目下、中軸線の政

治的象徴性は経済的象徴性という意味も包含しなが

らますます強力に都市空間に具現化されつつあるよ

うに見える。2008年の北京オリンピックに向けた再



開発はその顕著な例である。それと同時に様々な再

開発案件が旧城区内で行われるようになり、歴史的

町並みの破壊につながる事例が次々と報告されるよ

うになった（例えば朱2001a,ｐｐ､22-23等)。

同時に、８０年代以降の住宅制度改革も、歴史的町

並みの変容を加速させた。すなわち、新中国成立以

降、住宅は「福祉型」（国や単位（職場）から無償

か極めて安価に供給されるもの）であったが、それ

が資本主義経済の導入を受けて「商品型」に変わっ

たのである（朱1994,ｐ､４１)。これにより多くの民

間ディベロッパーが、旧城区において利潤追求型の

住宅建設を開始、歴史的町並みにふさわしくない住

宅が次々と姿を現すことになる。

こうした保全と開発をめぐる二面‘性の問題は依然

未解決であり、オリンピックに向けた経済開発熱が

ますます加熱する現在、次章以降で述べるように北

京歴史文化名城保護計画にも大きな影を落とし続け

ている。

３．北京歴史文化名城保護計画と中軸線の

持つ意味

３－１．北京歴史文化名城保護計画の策定経緯

中国における歴史的市街地保全は「歴史文化名城

保護制度」に基づき行われ、一定の成果をあげてき

た'9．この制度は、現在「中華人民共和国文物保護

法（以下、文物保護法)」（1982.1991年改正）と

｢中華人民共和国城市規劃法（以下、都市計画法)」

(1989）により法的位置づけがなされている。文物

保護法は、重大な歴史価値を有する都市を国務院の

承認の下、歴史文化名城として指定できることを規

定しており20、北京は1982年に第一回批准国家歴史

文化名城24都市のうちのひとつとして指定された。

また都市計画法では歴史文化名城における保護地区

と建設規制地区の設定、保護計画並びに保護措置の

制定を「総体計画（マスタープラン)」の主要内容

とすることを義務付けている２１．今回2002年に策定

された「北京歴史文化名城保護計画」はこうした流

れの下に策定されたものであり、その本文には、本

計画が「北京城市総体規劃（1991-2010)｣、すなわ

ち「マスタープランに基づき」（北京歴史文化名城

保護計画第２条第６項)、これを「深化させ、（都市

の）発展と保護の関係'性を明確に処理し、北京歴史

文化名城の保護を強化する為に策定」（同第１条第

１項)22されたことが明記されている。

３－２．保護計画の特徴

北京歴史文化名城保護計画が打ち出した歴史的都

市空間の保全方針の大きな特徴は、保護の対象を

｢三層十一重点」に分け、さらに巨視的な景観保全

のために10項目を設けている点にある。「三層十一

重点（三箇層次和一箇重点)」（北京歴史文化名城保

護計画第３条第２項）とは、保護対象を三段階に分

けて考え、同時に重点保護地区をひとつ設けるとい

うものである。すなわち、三段階とは、

①文物保護単位の保護

②歴史文化保護区の保護（25カ所)２３

③歴史文化名城としての全体的な空間構造と巨視

的景観環境の保護２４

を意味し、一重点とは旧城区を意味する。こうした

階層的な保護レベルの把握の仕方は、近．現代中国

における文化遺産の保護施策が、①｢単体の文物」

保護から始まり、その後対象を②｢文物を含む周辺

環境」に広げ、さらに③｢歴史都市全体」にまで拡

張されてきたという経緯25と無縁では無いように思

われる。

さらに加えて③｢全体的な空間構造と巨視的景観

環境の保護」については、以下の10項目を提示して

いる（同第６条)。

①河川．湖沼等、歴史的水系の保護（同第７条）

②伝統的な都市中軸線の保護と発展（同第８条）

③皇城歴史文化保護区（故宮を中心とした、旧皇

室に関する文物が集積するエリア）の保護（同

第９条）

④明清代の“凸，'字型城郭構造の保護（同第１0条）

⑤碁盤状の道路網と坊．巷．胡同26の構造の保護

（同第11条）

⑥旧城区内における建物の高さ制限（同第,2条）

⑦眺望路（visualcorridoro眺望を確保するた

めの帯状の空間）の保護（同第13条）

⑧街路と沿道建築との関係性に留意した町並み景

観の保護（同第14条）

⑨伝統的建築形態と色彩の保護と継承（同第１5条）

⑩古樹・名木の保護（同第16条）

３－３．中軸線の保護と発展について

上述した「北京歴史文化名城保護計画」の第８条

においては、具体的な中軸線の保護と発展の方針が

示されている。すなわち、従来の約8.5kｍ27の歴史

的中軸線を南北に延長して総延長約25kｍの中軸線

を形成し、さらにその両側500ｍずつを中軸線の

｢保護・控制区域」として建築の高さと形状につい

て厳格な制限を設ける、というものである（北京歴

８
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そして、この延長された中軸線を

｢旧城伝統中軸線」「北中軸線」

｢南中軸線」の三段に分けて考え、

それぞれの部分毎に「異なる計画

思想」を採用するとしている（関

於報審《北京歴史文化名城保護規

劃》的請示、第３条第３項)。な

お、図３は北京歴史文化名城保護

計画に図示された「北京都市中軸

線空間構造計画図（北京城市中軸

線空間結構規劃図)」である。

以下、「旧城伝統中軸線」「北中

軸線」「南中軸線」それぞれにつ

いて、提示された保護・発展方針

をまとめておく。

①伝統中軸線（北京歴史文化名城

保護計画第８条第１項）

永定門から北二環路（北第二環

状路）に至る8.5kmの中軸線は、

保護・継承を基本方針とし、以

下三つの結節点（Nodes)28を特

に重点的に保護していくべきで

あるとしている。

図３北京都市中軸線空間構造計画図（出所）北京市規劃委員会編（2004)，ｐ､7５

・鐘楼・鼓楼：伝統中軸線の北端に位置する重要

な歴史的建造物であり、周辺の歴史文化保護

区29におけるランドマークとしても重要な役割

を持つ。この鐘・鼓楼を含む歴史文化保護区に

おいては、周辺建築の高さの制限を行い、鐘・

鼓楼とその周辺地区の持つ伝統的景観を破壊し

ないよう留意する。

・景山～前門：景山から前門に至る軸線上に展開

する空間は、故宮や天安門を含む、北京におい

て最も歴史的価値の高い空間であり、厳格な保

護が必要である。

・永定門：永定門は本来、伝統中軸線の南端に位

置する重要な歴史的建造物であったが、現存し

ておらず、伝統中軸線の南の基点が消失した状

態が続いている。永定門城楼を復元することで、

伝統中軸線を完全な形で復活させ、さらに永定

門城楼を伝統中軸線と南中軸線との結節点とす

る（筆者が実地確認したところ、2004年10月現

在、城楼の復元作業はほぼ完了している。写真

７）。また同時に周辺環境の整備、建物の高さ

制限を行う。

②北中軸線（同第８条第２項）

昌

写真72004年に復元された永定門城楼

撮影：山村高淑（2004年10月）

北二環路から北へオリンピック公園に至るまでの

全長約6.7kｍを北中軸線として新たに整備する。

その際、以下の三つの結節点を重点整備項目とす

る。

・オリンピック公園中心地区結節点：北中軸線の

北端として重点的に計画を行い、北京の新たな

ランドマークの形成を目指す。この北中軸線の

北端よりさらに北のエリアは森林公園として、

北中軸線の背景となるよう整備を行う。（筆者



が実地確認したところ、2004年10月現在、オリ

ンピック公園予定地は既存建築の撤去が一部完

了した段階で、工事を中断している状況にある。

写真８）

・北土城結節点：オリンピック公園の南端に位置

する結節点として整備を行う。北土城遺跡（元

大都土城遺跡)30と中央緑化帯を設けた幅員80ｍ

の都市計画道路を結合し、中軸線を強化し都市

空間を豊かなものにすることを目指す。（筆者

が実地確認したところ、2004年10月現在、熊猫

環島（熊猫ロータリー）から北辰橋まで、中央

緑化帯の整備が完了している｡）

・北二環路北結節点：北二環路と安徳路の間に中

軸線を挟んだ公共空間の整備を行う。（筆者が

実地確認したところ、2004年10月現在、この区

間の整備事業は着工していない｡）

③南中軸線（同第８条第３項）

永定門から南へ南苑に至るまでの全長約9.8kｍを

南中軸線として新たに整備する。その際、以下の

三つの結節点を重点整備項目とする。

・木梶園結節点：木梶園商業センター地区と結合

した形で、複数の建築が有機的に、中軸路と南

三環路の交差点を囲むよう、公共空間を整備す

る。（筆者が実地確認したところ、2004年１０月

現在、整備事業進行中であった。写真９）

・大紅門結節点：中軸路と南四環路との交差点の

北東・北西、二つの用地に一対の建築を配し、

重要な都市景観を創造する。（筆者が実地確認

したところ、2004年10月現在、これら建築の建

設作業は着工していない｡）

・南苑結節点：北中軸線上のオリンピック公園と

同規模の開発を行い、公共空間を創出すること

で南軸線上の南端とする。この南軸線南端より

南のエリアは大規模な森林公園として整備を行

う。（筆者が実地確認したところ、2004年10月

現在、公共空間ならびに森林公園の整備事業は

着工していない｡）

上記の内容からもわかるように、今回の中軸線の

保護・発展方針は、歴史的な都市計画における中軸

線による空間演出手法を基本的に踏襲・発展させた

ものと言える。特に以下の２点からは、そうした流

れを顕著に見て取ることができよう。

まず１点目に、「旧城伝統中軸線」「北中軸線」

｢南中軸線」の三段それぞれに、三つずつの結節点

を設け、これら結節点によって中軸線を空間的に強

調し、新旧中軸線の協調的連結を図っている点。こ
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写真８オリンピック公園予定地（北辰橋から北を望む）

撮影：山村高淑（2004年１０月）
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写頁９木梶園商業センター付近における中軸線整備の様子

撮影：山村高淑（2004年１０月）

れは伝統中軸線が基本的に複数の結節点が直線状に

並ぶことによって形成されてきたことを基本的に踏

襲し発展させているものと見ることができる。

２点目として、南北に新たなランドマークを設け、

両端を明確にすることで、中軸線を都市空間に明瞭

に具現化することを狙っている点。明清時代におい

ては、この南北両端のランドマークは永定門と鐘・

鼓楼であった。今回の計画においては、南に南苑十

森林公園、北にオリンピック公園十森林公園という

大規模開発プロジェクトを配している。

３－４．オリンピック公園の整備と中軸線

上述のとおり、保護計画においては、歴史遺産の

保全のみならず、中軸線をキーワードに新たな都市

整備も積極的に行っていくという姿勢が貫かれてい

る。そうした新たな開発案件の中で目下、最も重視

されているのが2008年に開催を控えたオリンピック

のためのスタジアム、体育館、付属商業施設等を含

む広大なオリンピック公園の建設である。オリンピッ

ク公園については、保護計画とは別に、2003年に既
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にマスタープランが提示されてい

る（ササキ．アソシエイッ2004．

図４)。ここでは、同公園のマス

タープランにおいて、中軸線がど

のように位置づけられているかま

とめておく｡

オリンピック公園は北京市北部、

北中軸線の北端に,,l35haの敷地

を以って計画された310同公園の

マスタープランのコンセプトは、

｢均衡と統一」であり、「東と西、

古代と現代、開発と自然、オリン

ピック公園とそのコンテクストの

間でバランス」を保つことを目指

している32。また同マスタープラ

ン策定に携わったササキ・アソシ

エイッは、このコンセプトを決定

するに当たり、「都市の中軸線が

持つ重要性に対して最大限の敬意」

を払い、「軸線の真上を避けた端

部に新たな建物を配置していくこ

とが計画的に選択」された、と述

べている。また同時に「文化の軸

線は悠久の力、大胆さ、シンプル

さをはらみ、やがては消える建築

物を凌駕してしまう強さを持つ。

(中略）軸線のスケールはそうし

た歴史の重要性を強調するための

モニュメントにふさわしい広大さ

を持つ」とも述べている（ササキ°

アソシエイツ2004)。これらの発

言からも明らかなように、オリン

ピック公園のプランニングそのも

のが、伝統中軸線を重視し、その

延長を図ることで、北京の都市空

間が持つ悠久の歴史に新たな記憶

を付加していく作業であったと言

える｡

４．歴史文化名城保護の抱えるいくつかの

問題点～まとめに代えて～

オリンピックをひとつの目標に、更なる経済発展

を目指す北京にとっては、しかるべき都市改造が必

要不可欠である。しかしながら、北京は歴史文化名

城であり、中国の歴史・文化の中心でもある。ここ

に保全と開発を協調的に進めていく必要が生じる。

１１

図４オリンピック公園マスタープラン（部分）

（出所）ササキ・アソシエイツ（2004)，ｐ､2５

今回取り上げた保護計画においては、伝統的な北京

の都市空間の保全を図るとともに、こうした空間を

生み出してきた中国の伝統的都市計画理論、特に中

軸線の持つ文化的、国家的アイデンティティの象徴

性を利用して、保全と開発・発展の問題を解決して

いこうという姿勢が強く見られる。

このような取り組みは歴史的な挑戦として高い注

目を集めて然るべきものであるが、しかしその行く

末を楽観視するには、依然様々な問題が山積してい



ることを指摘しておかなくてはならない。ここでは、

中軸線の継承と発展という視点のみでは対応できな

い、北京における歴史的空間の保全と都市開発・発

展が直面しているいくつかの問題を提示し、まとめ

に変えることとしたい。

①伝統的住宅建築の消失と老朽化

北京の旧城伝統中軸線を構成してきた建造物の多

くはかつての宮殿や壇廟、それに付随する門楼であ

る。つまり、旧城伝統中軸線の保全は基本的に旧皇

室、現在は国家が所有する文化遺産の保全とほぼ同

義と取れる。したがってその公共性は明瞭であり、

国家の象徴としての保全・整備も進めやすい。また

南北中軸線には大規模な都市再開発プロジェクトが

配されており、空間の保全・整備・開発の優先順位

自体も高い。特に北中軸線はオリンピック開催に連

動させた都市空間整備を行っているという点で、極

めて国家的プロジェクト色が強い。

その一方で、北京の一般庶民の文化を象徴するも

のは胡同の四合院住宅による町並みであるのだが、

この町並みが目下、急速に破壊されている。前述の

とおり、保護計画においては25カ所の歴史文化保護

区が設定されているが、この地区に含まれる伝統的

町並みは、旧城区内のごくわずかの範囲に過ぎない。

その他の地区は全て「危険老朽家屋再開発地区」に

指定され33、オリンピックを目指し、一気に取り壊

しが進められている（写真10)。こうした再開発地

区に存在する文化遺産はその多くが既に消失してい

るのが現状である。

また、歴史文化保護区に含まれる住宅についても、

その老朽化は激しく、インフラの更新も遅れており、

住環境の早急な改善が望まれている。しかし行政の

資金不足によりその整備はなかなか進んでいない

写真１０「危険老朽家屋再開発地区」として撤去される胡同

撮影：山村高淑（2002年５月）

(王2001,ｐ,３２)。

②伝統的建造物の不適切な改修

現在、歴史文化保護区においては、街路に面した

四合院の改修が行われつつある。こうした中で、一

部のディベロッパーはその有利な立地条件と優れた

文化的環境を利用して、街路に面した四合院を買い

入れて高級な四合院に改築し、高値で売り出したり

賃貸したりしている。こうした開発は、「開発資金

を呼び込んで、地区の保全や整備に弾み」をつける

という面では良い影響を与えている。しかしその一

方でディベロッパーが「見た目の豪華さばかりを追

求し、街路に面した門を派手な装飾で飾り、元来の

古風で質朴、気品にあふれた景観を破壊してしまう」

事例も見られる（朱2001b,ｐ､59)。

また、歴史文化保護区のひとつである「什刺海地

区」においては、個人事業者が従来の瓦屋根部分を

撤去し、そこにテラスを設置して観光客向けのカフェ

やバーとして営業を行う店舗が急増しているが、筆

者が確認したところ、何の行政指導もなされていな

,灘 曜識潔勤

写真１１四合院の瓦屋根を撤去して屋上にカフエを設置した例

（右側の建物。什利海地区）

撮影：山村高淑（2003年１０月）

写真１２写真11の屋上に設置されたカフエ部分

搬影：山村高淑（2003年１０月）
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いのが現状である（2004年６月現在。写真１１．１２)。

③不動産に対する過剰投資と開発頓挫の危険性

中国の他の都市とも共通することであるが、北京

市の再開発においては、政府の資金不足から、事業

がしばしば民間ディベロッパーに頼って進められて

いる。当然のことながら、ディベロッパーは商業利

益を重視、資金の回収率を追求するため、しばしば

その開発は大規模なものとなり、結果として旧城区

の歴史的景観の破壊につながってしまうことになる。

さらに問題なのは、北京市が建物の高さ制限を設け

た地区においても、ディベロッパーによる不適切な

再開発が見られることである。朱（2001a,ｐ､22）

によれば「規定の高さを超える建物が次から次へと

建てられている」と言う。

また目下北京はオリンピックに向けて景気が過熱

しているといわれており、上述したような不動産投

資は過剰であることが予想される。このことは、将

来的に再開発計画の頓挫や、開発された住宅やオフィ

スの大量の売れ残りの発生につながっていく危険‘性

を芋んでいることを指摘しておかなくてはならない。

これはバブル経済崩壊後に日本が経験したように、

歴史的な町並みが破壊された跡地に、駐車場や空き

地、稼働率の低いビル等が無残な姿をさらしたのと

同様の状況が充分発生し得るということである。

実際に、政府主導で進められているオリンピック

関連施設の建設についてすら、その縮小が報道され

ているのが現状である。中央政府は過剰投資の抑制

が必要であると判断、その象徴的な措置としてオリ

ンピックに関する投資のスリム化、特に関連施設の

建設計画・規模の縮小を進めることを発表したので

ある。これによって、例えば、北中軸線上に配され

る、オリンピックのメインスタジアムとなる予定の

国立競技場は、開閉式屋根の設置を中止、その他の

施設についても軒並み計画の見直しを行い、投資額

の大幅な削減を図るという（日本経済新聞2004年８

月12日、2004年９月７日等参照)。筆者が実地確認

したところ、複数の施設計画が集中する北中軸線の

整備工事については、2004年10月17日現在、ほとん

どの箇所の工事が一時中断されている状態であった。

いずれにせよ、中央政府は財政難の中、規模を縮小

してでも、国家の威信をかけてオリンピック施設の

完成を目指すことになろう。その結果、当然のこと

ながら、予算配分上、歴史的市街地保全は相対的に

優先順位が低くなり、その実施は後手に回ることに

なろう。次項でも述べるが、保護計画が策定され、

1３

保護地区も指定されたものの、その実施に向けた具

体的施策が未だ明確に提示されていない点が、こう

した状況を顕著に表していよう。

④保護計画の効力に関する疑問

目下、中国全土が急激な都市化の時期にあり、都

市では大量の建設が行われている。保護計画を策定

し、保護地区を指定したとしても、やはり市政の至

上命題は経済発展にあり、保護計画が正しく実施さ

れるかどうか懸念する声がある34。前述の②「什剰

海地区」におけるカフェ・バーの事例や③高さ制限

地区における不適切な開発事例はそうした懸念が既

に現実のものとなっていることを示す。こうした事

実は、かろうじて「危険老朽家屋再開発地区」指定

を免れ、歴史文化保護区に含まれた文化遺産につい

ても、規制を強化し、保護計画を強力に実行しなけ

れば、復旧不可能な損失を被る可能性があることを

示唆している。

これらはあくまでも問題の一部であるが、総じて

言えることは、保護計画において保全と開発の協調

を躯ってはいるものの、中軸線といった象徴的空間

の保全とその発展的開発以外の項目については、具

体的保全の枠組みが極めて不明瞭であるということ

である。特にこうした象徴的空間理念と全く異なる

理念から形成されてきた、庶民的な雑然とした生活

感のある空間については、たとえ保護地区に指定さ

れていても、保全施策は極めてあいまいである。こ

のことの背景には、オリンピックという一大国際イ

ベントの成功を目指す北京においては、オリンピッ

ク関連開発の優先順位が極めて高く、また、財政難

という状況も相まって、歴史的市街地保全が後手に

回ってしまっているという事実があることは否めな

いｏ

北京の伝統的空間の保全と新市街地の開発はこれ

まで常に伝統中軸線の考え方に基づき行われてきた

し、オリンピックに向けた建設に見られるように、

規模こそ縮小されるかもしれないが、今後も強力に

行われていくであろう。しかしながら、都市空間と

いうものは常に、整然とした象徴的空間と雑然とし

た庶民の生活空間という二面'性を持つものであり、

殊に北京のような歴史的・文化的・政治的中心都市

においてはそのコントラストは著しいものとなる。

今後緊急に検討を要する課題のひとつは、こうした

庶民の生活文化に根ざした空間を、どのように文化

遺産として評価し、保全・継承・開発していくのか



という点にあろう。この点については建築・都市計

画的視点のみならず、社会学的、文化人類学的視点

も重要になってくる。中国においてはこうした分野

における研究はまだ緒についたばかりである。日中

の学術交流の可能性のひとつがここにあろう。
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補注

’歴史文化名城保護制度については第３章で詳述する。

２「北京歴史文化名城保護計画」前言（筆者訳）

３原文では「人文奥運｣。「緑色オリンピック｣、「人文オリ

ンピック｣、「科学技術オリンピック」が2008年北京オリン

ピックの理念となっている。多維新聞網2000年11月23日等

参照。

４中国では日本の文化財に相当するものを「文物」と呼び、

国や省、市等が保護の対象に指定した不動の文物を「文物

保護単位」と呼ぶ。大西ら編（2001)，ｐ､353参照。

５これは保護対象を歴史的町並みという特定の範囲に限定

し、その保全と更新・活用を最大の目標としている日本の

伝統的建造物群保存地区制度とは大きく異なる点である。

なお、北京市が行おうとしているこの挑戦は、旧来の伝統

中軸線を延長して新都市軸を形成するという点で、手法的

にはフランスにおけるグランド・アルシュ（新凱旋門）を

中心とした新都心ラ・デファンスの開発に近い。北京がパ

リの事例を参考にしたかどうか、手元の資料からは確認で

きないが、北京におけるオリンピック公園が、パリにおけ

るラ．デファンスと同様、従来の中軸線の延長線上に新た

な核として計画されている点からは、その手法的類似’性が

うかがわれる。しかしながら中軸線の持つ歴史的意義や都

市計画理念、コスモロジー等は、両都市で全く異なる。こ

のあたりの議論については、都市開発プロジェクトに基づ

く歴史的都市空間構造の継承・発展という点で、今後比較

研究として展開が可能であると思われるが、本稿の目的か

ら大きく逸脱するので別の機会に譲りたい。なお、ラ・デ

ファンスの開発については、松葉（1990）に詳しい。

６現在の北京の骨格は１３世紀の元の時代に形作られたこと

が知られている。これについては第２章第１節にて詳述す

る。

７金は中国における元の前の王朝。

８宮城とは、都城内において、皇室が使用する宮殿区域と

それを取り囲む城壁部分を指す。皇城とは、宮城とそのそ

ばにある各簡門の区域、さらにそれらを取り囲む城壁の内

側の範囲を指して言う。つまり宮城は皇城の一部である。

大西ら編（2001)，ｐ､352参照

９春秋戦国期の斉国人が記したといわれる「周礼」の「考

工記・匠人」の項に以下のような記述がある。「四角で一

辺九里。各辺の城壁にはそれぞれ城門を三つずつ開く。城

内には南北方向、東西方向にそれぞれ九条の幹線道路を通

し、城門につなげる。道幅は九軌（一軌は八尺)。王宮は

城内中央にあり、東に祖先を祭る祖廟、西に土地の神を祭

る社穆壇、南に朝廷、北に市を配する。市場と朝廷の広さ

は一夫（夫は百歩）平方である｣。この都市構造は、中国

において古くから理想の王城モデルと考えられてきた。大

西ら編（2001)，ｐ､352、陣内ら編（1998)，pP21-23等参
照ｄ

'0外城とは、内城以外の区域のことを言う。なお内城とは、

かつて明清時代に城壁によって「凸」字型に囲まれていた

範囲を指す。現在の都市計画行政では内城は「旧城区」と

呼ばれることが多い。

'１太廟は天子の祖廟。社稜壇は皇帝が土地の神と五穀の神

に対する祭祁を執り行う場所。

'2風水でいう「背山面水」（宮城の背後に山を置き殺気を

払い、前方で水に接する）という考えに基づき造営された

と言われる。モンゴル族の王朝である元の延春閣の跡地に、

漢族の王朝．明が人工の山を築いたというのは、とりもな

おさず、漢族がモンゴル族の生気を押さえ込むための風水

に基づく所作であったと考えられている。このため景山は

鎮山とも呼ばれた。陣内ら編（1998)，ｐ､29等参照。

'3天地壇とは、皇帝が天と地に対して祭祁を執り行う場所。

先農壇とは、農業・医薬・交易の始祖とされる伝説上の皇

帝を祁る場所。清代には個別に地壇、日壇、月壇が造営さ

れ、天地壇は天壇と改称された。大西ら編（2001)，ｐ３５２

等参照。

'41958年４月に完成。新中国成立のために殉死した人々を

追悼した記念碑。

'5新中国建国10周年事業として建てられた10の大型公共建

築のこと。人民大会堂、中国革命博物館、中国歴史博物館、

中国人民革命軍事博物館、全国農業展覧館、民族文化宮、

北京車姑、北京工人体育城、民族飯店、華僑大厘、中国美

術館。大西ら編（2001)，ｐ､353

ｌ６中華人民共和国の国章は、中央に五つの星と天安門、そ

の周りに稲穂と歯車がデザインされている。天安門は帝国

主義と封建主義に反対する不屈の民族精神の、五つの星は

中国共産党の指導の下における人民の大団結の象徴である

とされる。

'7記念堂が建設された位置は、風水で言うところの明堂と

呼ばれる最も重要な場所であり、そこが敢えて用地として

選定されたという説もあるが、その真相は定かではない。

陣内ら編（1998)，ｐ､236参照。

'81980年４月には、中国共産党書記処が北京の都市建設に

対し、四つの重要な決議を行う。その決議においては、首

都建設の目指すべき方向が明示された。その方向とは、北

京を全国の政治的・文化的な中心とし、また同時に国際的

に重要な窓口として発展させるというものであった。これ

により長い間続いた中小工場の建設は下火となる（朱200lb，

ｐ､45)。

'9歴史文化名城保護制度の成立経緯や内容の詳細について

は葉ほか（1997）に詳しい。

20全国人民代表大会常務委員会（1982）「文物保護法」第

２章第８条。

2ｌ中華人民共和国建設部（1990）「中華人民共和国城市規

劃法解説」第22項。なお歴史的には、城郷建設環境保護部

(1983）「関於加強歴史文化名城保護規劃的通知」により歴

史文化名城として指定された都市は保護計画を策定するこ

とを義務づけられ、さらに中華人民共和国国務院（1984）

「城市規劃条例」により、都市計画法規における名城保護

制度の根拠が明らかにされた。都市計画法はこれらの内容

を引き継いでいる。なお、日本の伝統的建造物群保存地区

制度において国が示す「標準条例」のような詳細規定、あ

るいは技術基準は示されていない。

22筆者訳。

23北京においては什利海、国子監等25カ所が歴史文化保護

区として指定され、その具体的保護計画並びに保護措置と

1４



して「北京25片歴史文化保護区保護規劃」が2001年３月に

策定されている。

24原文では「旧城整体格局的保護｣。北京歴史文化名城保
護計画第６条。

25詳しい経緯については王（2001)，ｐｐ､25-27を参照。
２６「坊」はかつて碁盤状に直交する道路によって区画され

た各街区部分を指したが、現在では路地や巷の意味で用い

られる。「巷」は大通りから入る細い横丁や路地の意味で、

南方でよく使われる。北方では「胡同」と呼ばれることが

多い。大西ら編（2001),ｐ､353等参照。

271日城南端の永定門から、鐘．鼓楼を経て北端の北二環路

(北第二環状路）までの距離。北京歴史文化名城保護計画

第８条による。

28結節点（Nodes）とは一般に、都市内部にある主要な地

点であり、観察者がその中に入ることができる点を指す。

結節点となるのは、交通が調子を変える地点、あるいは道

路の交差点ないし集合点、あるいはひとつの構造が他の構

造に移り変わる地点等である。もとは、Ｋ､リンチの都市

のイメージ研究により提唱された概念。日本建築学会

(1996)，ｐｐ､l2-13等を参照。

29鐘楼ならびに鼓楼は北京旧城区にある25の歴史文化保護

区のうちのひとつ「什剰海地区」内の東端に位置する。ま

た、鐘．鼓楼に隣接する東側一帯も同歴史文化保護区であ

る「北鍵鼓巷」「南鍵鼓巷」の二地区に指定されている。

北京市規劃委員会編（2002)、同（2004)，ｐ,48を参照。
30全長９ｋｍに達する北京市最大の帯状公園ｏ元の大都の

城壁を、1980年代から遺跡公園として段階的に整備したも

の。

３１人民網日本版2002年４月１日。ただし、第４章で触れる

ように、中央政府は投資のスリム化を図るために、オリン

ピック関連施設の建設計画・規模の縮小を進めることを発

表している。ササキ．アソシエイツ（2004)，ｐ､24
33朱（2001b)，ｐ､48

34例えば、王（2001)，ｐ,32等。
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